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 【不登校の現状とその背景・要因】 

 多くのデータをもとに、不登校児童生徒の状況の説明が最初にありま

した。不登校の理由について、教職員は勉強面の不振については把

握しやすいことがわかっているが、思っている以上に“不安・抑うつ”で

学校に行けなくなる児童生徒が多いことが示されました。 

 以下の項目で、講演で学んだことを紹介いたします。 

【不登校に対する初期対応・予防】 

 不調やうまくいっていない状態に「気づく」ことが未然の対応である。

気づくためにはアンケート形式のアセスメントを実施する等、積極的な

仕組みづくりや、典型的な兆候に対する理解が必要となる。 

事後の対応としては、戻りにくくさせる要因を段階的に解決していくこ

とが求められる。個別の勉強や適応指導教室、別室登校など複合的

な対応が必要である。不安の階層を考え、「一段ずつ」対応し、一段の

チャレンジを終えたところでできたことを共有することも大切である。 

身体的な不調には、医療機関に関する情報を集めておき、受診を

勧めることがよい。 

 【保護者対応・保護者支援】【子どもの理解と関わり方】 

 保護者は「相談先がわからない・情報がない」ということが多い。この

時に病院の勧め方等には慎重を期す必要がある。不登校初期は登校

を前提に相談したい保護者にとって、病院を勧めることは丸投げされた

ように感じることもある。関係性ができてから伝える等の配慮が必要で

ある。 

 「寄り添う」「安心できる場所」というフレーズはフワッと心地よいが、心

地よいだけで終わらせず、どうすることが「寄り添うことなのか」考えてみ

ることが大切ではないか。 

 正しいことを伝えても、人間の行動をコントロールするには限界があ

る。心の問題については「正しいか・正しくないか」は最重要ではなく、

「正しいってどういうことだろう」と一緒に考えることが必要ではないか。

『レスリングではなくカウンセリング』を心掛けたい。 

 私たち教職員は、子どもの人生すべてに責任をもつことはできない。

責任をもつ保護者を大切にし、敬意を払いながら、子どもと保護者の

考えを理解しようと努める姿勢が大切であるのではないだろうか。  

 

【最後に】 

・校内での連携は、メンバーが変わると方法も変わる。一つのやり方に

こだわらず新しい視点を大切に。 

・「問題行動」というラベルを貼ると見えなくなるものがあるので、「行動」

そのものを見ることが大切。 

・「別室登校」がどんな意味を持つもので、どんな場所なのか、学校ごと

にしっかり話し合ってみることが大切である。 

 


